
平
成
2
6
年

平
成
2
6
年

491
491

ト
ピ
ッ
ク
ス

1・
2
Ｐ
３
Ｐ

９
・
10
Ｐ

・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
1
6
回
蜂
ヶ
峯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

消
防
出
初
式

成
人
式



　

1
月
13
日
、
成
人
の
日
、
冬
の
晴
天
の
中
、

和
木
町
体
育
協
会
主
催
（
小
倉
常
雄
会
長
）

で
「
和
木
町
制
施
行
40
周
年
記
念
大
会
」
と

し
て
第
16
回
蜂
ヶ
峯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

大
会
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の

協
力
に
よ
り
、
ゴ
ル
フ
場
内
を
コ
ー
ス
と

し
た
珍
し
い
大
会
で
、
今
年
は
、
7
1
0

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
6
4
1
人
が
走
破

し
た
。

　

遠
く
は
、
愛
知
県
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

遠
来
賞
と
し
て
、
㈶
蜂
ヶ
峯
管
理
協
会
か

ら
黒
麺
の
詰
合
せ
が
贈
ら
れ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
体
育
協
会
小
倉
会
長
が
、

「
怪
我
の
無
い
様
に
、
楽
し
く
交
流
を
深
め

な
が
ら
走
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
米
本
正
明
町
長
が
、「
7
0
0
人

余
り
の
ラ
ン
ナ
ー
が
こ
の
和
木
町
に
集
う

こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

選
手
宣
誓
は
、
守
田
麻
帆
さ
ん
（
和
木

中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
）
が
、「
精

一
杯
走
り
ま
す
」
と
力
強
く
行
っ
た
。

　

米
本
町
長
が
、
ス
タ
ー
タ
ー
を
務
め
る

「
1.5
㎞
小
学
生
1
・
2
年
生
」
が
ス
タ
ー
ト

し
、
競
技
が
始
ま
っ
た
。

　

各
種
目
が
順
次
ス
タ
ー
ト
す
る
中
、
ス

タ
ー
ト
地
点
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
コ
ー
ス
の

沿
道
は
、
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
友
達
を
応
援
す
る
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が
絶
え
間
な
く
響
き

渡
っ
て
い
た
。

　

管
理
棟
前
で
は
、
参
加
者
へ
の
お
も
て

な
し
と
し
て
、
和
木
町
婦
人
会
（
西
田
敏

子
会
長
）
に
よ
る
「
ぜ
ん
ざ
い
」、
和
木
町

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
吉
田
浅
美

会
長
）
に
よ
る
「
う
ど
ん
」
が
振
る
舞
わ

れ
、
レ
ー
ス
で
疲
れ
た
参
加
者
の
身
体
を
温

め
た
。（
５
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　

大
会
は
、
和
木
町
体
育
協
会
と
和
木
町
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
を
中
心
と
す
る
大

会
実
行
委
員
会
で
企
画
・
検
討
し
、
よ
り
良

い
大
会
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

　

大
会
実
行
委
員
会
の
橋
田
久
生
委
員
長

（
体
育
協
会
理
事
長
）
は
、「
毎
年
、
少
し
で

も
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
各
地
で
多

く
の
大
会
が
あ
り
、
参
加
者
も
参
加
す
る
大

会
を
選
ぶ
の
に
苦
労
し
て
い
る
と
思
う
が
、

こ
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
を
一
番
に
選

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
更
に
工
夫
を
凝
ら
し
特

色
あ
る
大
会
に
し
た
い
。」
と
話
し
て
い
た
。

（
和
木
町
体
育
協
会
）選手宣誓をする守田麻帆さん

蜂
ヶ
峯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

第
16
回

広島市から参加した濱本誠さん（右）と平尾友亜さん（左）
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※敬称略

福﨑　穣司
（広島市）
19分56秒

山上　洋治
（岡山県真庭市）
20分36秒

馬場　照彦
（下関市）
20分46秒

伊藤　正志
（柳井市）
19分13秒

槙本　豊
（広島市）
22分04秒

安村　和史
（岩国市）
22分44秒

富田　悠斗
（周南市）
7分16秒

浜下　天馬
（広島市）
7分22秒

山加　晃輔
（岩国市）
7分39秒

大西　響
（広島市）
11分15秒

吉田　かれん
（広島市）
11分32秒

愼　颯斗
（広島市）
17分20秒

大澤　遼
（広島市）
17分22秒

古閑　幹
（岩国市）
17分31秒
兼藤　美桜
（広島市）
11分38秒

浜下　風音
（広島市）
13分22秒

桑原　泉
（岩国市）
13分49秒

谷野　理恵子
（廿日市市）
16分33秒

岡﨑　輝義
（美祢市）
18分20秒

加藤　千典
（広島市）
20分32秒

畠山　彰人
（岡山県笠岡市）
21分23秒

松田　弘子
（岡山県笠岡市）
23分37秒

清水　かおり
（岩国市）
24分55秒

天野　純子
（広島市）
26分41秒

谷川　延久
（岩国市）
16分39秒

長谷川　和彦
（和木町）
17分05秒

柴田　一平
（広島市）
18分00秒

区 分

一般男子
10kmの部

藤田　悠
（岩国市）
33分39秒

富田　就斗
（周南市）
34分46秒

村木　優介
（岩国市）
37分10秒
長本　晴美
（岩国市）
49分38秒

清水　初男
（広島市）
41分02秒

吉岡　光弘
（福山市）
41分11秒

村中　信一
（岩国市）
43分24秒

弘中　秀明
（岩国市）
38分41秒

砂本　義文
（広島市）
39分56秒

石松　英明
（広島市）
41分23秒

松井　敏
（萩市）
35分53秒

鍋島　　孝
（廿日市市）
36分54秒

林田　昭浩
（岩国市）
37分07秒

山内　麻代
（江田島市）
41分19秒

井上　登志絵
（光市）
46分13秒

一般女子
10kmの部

40歳代男子
10kmの部

50歳代男子
10kmの部

60歳以上男子
10kmの部

中学生女子
3kmの部

小学6年男子
2kmの部

中学生男子
5kmの部

一般女子
3kmの部

60歳以上男子
5kmの部

50歳代男子
5kmの部

40歳代男子
5kmの部

一般女子
5kmの部

一般男子
5kmの部

第 1位 第 2位 第 3位

柏原　早希
（東広島市）
6分42秒

松本　実子
（岩国市）
7分23秒

中西　月輝
（和木町）
7分24秒

浜下　胡音
（広島市）
6分43秒

平田軟式
スポーツ少年団
40分16秒

広島市立
三和中学校

1時間32分40秒
広島市立
三和中学校

1時間05分11秒

水野　愛理
（廿日市市）
7分03秒

窪田　澪
（岩国市）
7分52秒

和木中学校
軟式野球部A
1時間42分58秒

和木町スポーツ少年団
サッカー部A
41分39秒

平田中陸上部
1時間48分07秒

和木中学校女子
バスケットボール部
1時間09分10秒

平田中陸上部
1時間13分27秒

ゆうスポ陸上
少年団A
40分34秒

広重　壮真
（岩国市）
6分36秒

四元　龍馬
（下松市）
6分48秒

畑中　春人
（岩国市）
7分06秒

安村　瑠輝愛
（周南市）
6分05秒

廣田　蒼樹
（和木町）
6分18秒

田中　大偉河
（岩国市）
6分19秒

浜下　音花
（広島市）
8分17秒

杉岡　優希
（周南市）
8分51秒

日野山　咲希
（島根県邑智郡）
9分02秒

浜下　音羽
（広島市）
8分08秒

日野山　未羽
（島根県邑智郡）
8分21秒

福本　桃李
（東広島市）
8分29秒

区 分

小学5年男子
２kmの部

安村　零音
（周南市）
7分42秒

台信　風馬
（安芸郡）
7分46秒

黒原　優人
（東広島市）
7分49秒

岸本　聡美
（岩国市）
8分34秒

御堂　薫
（周南市）
8分38秒

窪田　結
（岩国市）
8分41秒

花守　愛
（東広島市）
8分00秒

吉田　美玲
（東広島市）
8分14秒

弘中　小雪
（岩国市）
8分23秒

別所　岳
（広島市）
8分27秒

田中　晴琉
（岩国市）
8分37秒

寺崎　温汰
（岩国市）
8分40秒

台信　楓之介
（安芸郡）
7分48秒

岩井　寛征
（山陽小野田市）
8分01秒

森重　真旺
（岩国市）
8分09秒

小学4年男子
２kmの部

小学3年男子
２kmの部

小学6年女子
２kmの部

小学5年女子
２kmの部

中学生女子
団体3kmの部

中学生男子
団体5kmの部

小学生団体
２kmの部

小学1年女子
1.5kmの部

小学2年女子
1.5kmの部

小学1年男子
1.5kmの部

小学2年男子
1.5kmの部

小学3年女子
２kmの部

小学4年女子
２kmの部

第 1位 第 2位 第 3位

※青字は大会新記録　　　は和木町からの参加者
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表
彰
さ
れ
た
団
員

表
彰
さ
れ
た
団
員

表
彰
さ
れ
た
団
員

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
功
績
章
〉

　

増
井　

幸
伸
（
第
1
分
団
部
長
）

〈
勤
続
章
〉

勤
続
年
数
20
年

　

児
玉　

健
次
（
第
1
分
団
班
長
）

勤
続
年
数
10
年

　

和
田　
　

啓
（
第
3
分
団
班
長
）

　

名
越　

章
博
（
第
1
分
団
団
員
）

　

正
木
淳
一
郎
（
第
2
分
団
団
員
）

　

末
岡　

民
生
（
第
1
分
団
団
員
）

　

野
村　

一
美
（
第
1
分
団
団
員
）

　

山
縣　

直
喜
（
第
2
分
団
団
員
）

■
和
木
町
長
表
彰

〈
勤
続
章
〉

勤
続
年
数
20
年

　

児
玉　

健
次
（
第
1
分
団
班
長
）

勤
続
年
数
15
年

　

金
本　

貴
之
（
第
2
分
団
班
長
）

■
和
木
町
消
防
団
長
表
彰

〈
精
勤
章
〉

　

宮
本　
　

学
（
第
1
分
団
団
員
）

　

樹
木　

正
法
（
第
2
分
団
団
員
）

　

倉
八　

大
介
（
第
1
分
団
団
員
）

　

弘
中　

慎
司
（
第
1
分
団
団
員
）

　

吉
兼　

崇
博
（
第
1
分
団
団
員
）

　

冨
田　

康
裕
（
第
3
分
団
団
員
）

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
功
労
章
〉

　

江
島　

一
義
（
第
3
分
団
分
団
長
）

■
新
入
団
員

　

畠
中　

拓
海
（
第
2
分
団
）

　

山
本　
　

祐
（
第
1
分
団
）

　

岡
田　
　

理
（
第
2
分
団
）

　

松
長　

美
保
（
団
本
部
）

　

三
間　

金
令
（
第
1
分
団
）

消
防
出
初
式
を
開
催

　

1
月
5
日
、
和
木
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
和
木

町
消
防
団
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
中
央
消
防

署
東
出
張
所
、Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

㈱
麻
里
布
製
油
所
、
三
井
化
学
㈱
岩
国
大
竹

工
場
の
自
衛
消
防
隊
な
ど
、
約
1
0
0
人
が

出
動
し
、和
木
町
消
防
出
初
式
を
開
催
し
た
。

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
音
楽
隊
の
演
奏

に
あ
わ
せ
、
各
消
防
団
･
隊
員
が
行
進
し
、

定
位
置
に
入
場
し
、
式
典
が
始
ま
っ
た
。

　

米
本
町
長
は
「
消
防
団
は
地
域
防
災
力
に

代
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
密
着
性
、

要
員
動
員
力
及
び
即
時
対
応
戦
力
と
い
っ
た

長
所
を
も
ち
、
火
災
や
自
然
災
害
の
対
応
は

も
と
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

振
興
に
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
町

と
地
域
と
が
一
体
と
な
っ
て
『
災
害
に
強
い

町　

和
木
町
』
を
造
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
消
防
団
の
重
要
性
と
、
防
災
体
制
の
一
層

の
充
実
を
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
活
動
に
お
け
る
功
績
が
評

価
さ
れ
た
16
人
の
団
員
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

新
入
団
員
の
5
人
は
、
先
輩
団
員
た
ち
の

前
で
挨
拶
し
、
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
。

　

式
典
後
は
役
場
駐
車
場
で
、
一
斉
放
水
を

行
い
、
平
穏
な
一
年
を
願
っ
て
作
ら
れ
た
５

つ
の
く
す
玉
を
放
水
で
全
て
割
る
と
、
会
場

で
は
歓
声
が
あ
が
り
、
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

　

放
水
後
に
は
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

温
か
い
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
会
場
の
消
防

関
係
者
や
見
学
者
の
体
を
温
め
た
。
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岡田律子さん

ま
ち
の
話
題

新
春
書
初
め
会

ま
ち
の
話
題

　

二
科
会
山
口
支
部
の
作
品
展
示
会
が
和
木

美
術
館
で
行
わ
れ
、
約
70
点
の
力
作
が
並
ん

だ
。
和
木
町
か
ら
も
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
の
4
人

の
受
賞
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
中
で
も
全
国

で
入
選
し
、
和
木
ぶ
ん
か
№
43
の
表
紙
を

飾
っ
た
依
田
一
司
さ
ん
（
瀬
田
2
丁
目
）
の

作
品
「
オ
ハ
ヨ
ー
」
は
、
翼
を
広
げ
た
カ
モ

メ
が
、
写
真
を
突
き
破
り
飛
び
出
し
て
来
そ

う
な
迫
力
と
、
作
り
物
か
と
見
間
違
う
ほ
ど

真
っ
白
い
体
の
色
が
目
を
引
い
た
。

　

撮
影
方
法
を
尋
ね
る
と
、
カ
メ
ラ
を
三
脚

に
固
定
し
、
レ
ン
ズ
上
に
「
か
っ
ぱ
え
び
せ

ん
」
を
置
き
、
カ
メ
ラ
に
数
メ
ー
ト
ル
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
こ
と
の
で
き
る
コ
ー
ド

の
装
置
を
つ
な
ぎ
、
カ
メ
ラ
か
ら
離
れ
て
カ

モ
メ
が
餌
を
つ
ま
み
に
来
る
の
を
待
つ
。
こ

の
作
業
を
ひ
た
す
ら
繰
り
返
し
、
や
っ
と
納

得
で
き
る
写
真
が
撮
れ
た
そ
う
だ
。
努
力
が

偶
然
を
呼
び
、
会
心
の
作
品
が
完
成
し
た
。

　

山
口
支
部
公
募
展
で
は
、
依
田
さ
ん
が
支

部
員
努
力
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
豊
田
一
夫

さ
ん
、
藤
本
真
由
美
さ
ん
、
三
谷
隆
憲
さ
ん

が
入
選
し
た
。

ま
ち
の
話
題

幼
稚
園
と
保
育
所
で
も
ち
つ
き

ニ
科
会
写
真
部
作
品
展
示
会

　

1
月
17
日
、
幼
稚
園
で
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
24
日
は
保
育
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
の
ご
協
力
で
も
ち
つ
き
を

行
っ
た
。

　

幼
稚
園
の
園
児
は
一
人
で
、
保
育
所
の
児

童
は
先
生
と
一
緒
に
杵
を
持
ち
、
周
り
か
ら

の
「
よ
い
し
ょ
！
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て

力
強
く
も
ち
を
つ
い
た
。

　

そ
の
後
、つ
き
た
て
の
も
ち
を
丸
め
た
り
、

き
な
粉
を
ま
ぶ
し
て
食
べ
た
り
、
も
ち
つ
き

の
様
子
を
絵
に
描
い
た
り
し
た
。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

次
の
方
々
が
、
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
、
町
が
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

1
月
1
日　

中
岡
庭
子
さ
ん

　

1
月
9
日　

岡
田
律
子
さ
ん

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

和木幼稚園

和木保育園

　

文
化
協
会
は
、
今
年
も
広
島
県
立
観
音
高

校
書
道
部
員
を
招
き
、
新
春
書
初
め
会
を

行
っ
た
。

　

観
音
高
校
の
書
道
部
員
が
書
い
た
「
一
陽

来
福
」
の
文
字
が
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
に
照
ら

さ
れ
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
中
で
、

今
度
は
、「
　
　　

い
っ
ぱ
い
失
敗
し
て
も

い
い
よ　

成
功
ば
か
り
じ
ゃ
成
長
で
き
な
い 

新
し
い
夢
を
描
い
て 

輝
く
未
来
へ
」
と
大

書
し
た
。

　

失
敗
を
恐
れ
ず
勇
気
を
持
っ
て
夢
に
挑
戦

し
よ
う
と
い
う
言
葉
に
会
場
の
参
加
者
は
、

大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
感
動
し
た
。

　

続
い
て
、
小
・
中
学
生
が
、
高
校
生
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
書
初
め
を
行
っ
た
。
１
歳

の
赤
ち
ゃ
ん
が
飛
び
入
り
参
加
し
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
手
を
添
え
ら
れ
「
一
さ
い
」
と
書

く
微
笑
ま
し
い
光
景
も
見
ら
れ
た
。

挑
戦
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431

家
庭
の
元
気

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

おもてなしボランティア 子育て支援講座
　１月１３日、恒例の蜂ヶ峯クロスカントリー大会が和木ゴル
フ倶楽部をメインコースに実施され、毎年ご協力くださる町子
連（吉田浅美会長）と婦人会（西田敏子会長）の皆さんによる、
うどんとぜんざいの無料配食が行われました。
　走り終えた選手やスタッフの皆さんに大変喜ばれていました。
　社会教育団体として、地域貢献も活動の軸に据える、和木町
の力強い応援団の皆さんです。

　教育委員会では、来年
度小学校に入学するお子
さんの保護者を対象に、
「子育て支援講座」を開
催します。内容は、「就
学時の子育てについて」ですが、どなたが
聞いてもためになる話です。
　乳幼児の保護者の方はもちろん、お孫さ
んがいらっしゃる方も「孫育て」のヒント
にいかがでしょうか？
　ご友人、ご近所の方をお誘いの上、ぜひ
お越しください。

日　時　２月７日（金）
　　　　１０：４５～１１：４５
　　　（１０：３０までは、小学校の一日入学
　　　　を行っています）
場　所　和木小学校体育館（２階）
講　師　岩国短期大学
　　　　　山縣明人　教授
演　題　「ワクワク ドキドキの子育て」
その他　上履きをご持参ください。

　

県
の
社
会
教
育
・
文
化

財
課
で
は
、
少
子
化
や
核

家
族
化
等
社
会
環
境
の
変

化
に
伴
い
、
家
庭
や
地
域

の
教
育
力
低
下
に
よ
る
子

ど
も
た
ち
の
育
ち
へ
の
影

響
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
庭

に
お
け
る
親
の
役
割
を
見

直
し
、
望
ま
し
い
家
庭
教
育
の
実
践
へ
向
け
て
の
気
運

を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
や
社
会
全
体
で
支
え
合
う

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
家
庭
教
育
の
充
実
に
向
け
て

次
の
４
つ
の
事
項
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

○
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着

○
家
族
が
ふ
れ
あ
う
機
会
づ
く
り

○
お
手
伝
い
の
定
着

○
父
親
の
家
庭
教
育
参
加

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
、
本
を
読

ん
で
外
遊
び
、
み
ん
な
仲
良
く
今
日
も
元
気
」
を
掲

げ
、
家
庭
教
育
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
・
文
化
財
課
「
家
庭
の
元
気
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
サ
イ
ト
に
は
、
『
親
と
子
の
や
く
そ
く
カ

レ
ン
ダ
ー
』
や
『
「
家
庭
で
の
お
手
伝
い
」
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
』
な
ど
情
報
が
満
載
で
す
の
で
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.lg.jp/cm
s/a50400/

kateikyouiku/kateinogenki.htm
l

町子連 婦人会
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小路幸也著
黒川博行著
新堂冬樹著
小手鞠るい著
山下貴光著
松波太郎著

馳星周著
柚木麻子著
小山田浩子著
渡辺淳一著
伊坂幸太郎著
赤川次郎著
吉田修一著
今野敏著

ポール・オースター著　柴田元幸訳

神沢利子作　はたこうしろう絵

斉藤洋作　宮本えつよし絵

まはら三桃作　朝比奈かおる絵

マーガレット・マーヒー著　山田順子訳
角野栄子著

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜CD＞
☆ここにいたこと/AKB48
☆ONE SONG FROM TWO HEARTS/コブクロ
☆THE BEST BLUE IMPACT/

三代目 J Soul Brothers from EXILE TRIBE
☆COVERS:3/BENI
☆オールタイムシングルス /ポルノグラフィティ
☆ザ・ジャパン・コレクション/マイア・ヒラサワ
☆マリヤズ・ソングブック
☆時の扉 / 薬師丸ひろ子
☆ラブド・ミー・バック・トゥ・ライフ/セリーヌ・ディオン
☆ブリトニー・ジーン/ブリトニー・スピアーズ

＜一般書＞
『札幌アンダーソング』
『破門』
『キャバクラ探偵事務所』
『天使の子』　
『シャンプーが目に沁みる』
『LIFE』

『ラフ・アンド・タフ』
『その手をにぎりたい』　
『穴』
『陽だまりの家　いくつになっても』
『首折り男のための協奏曲』
『月光の誘惑』
『怒り上・下』
『渋谷署強行犯係　虎の尾』
『写字室の旅』

＜児童書・絵本＞
『しあわせなワニくん　かんちがいレストラン』

『がっこうのおばけずかん』

『３月のおはなし　ひなまつりのお手紙』

『不完全な魔法使い上・下』

『ナーダという名の少女』　

2月の休館日

6
13

1
8
15

20

2
9
16

3
10

4
11
18

12
19
26 27 28

7
14

22
23 24 25

2117

5

日　時　２月１５日（土）
　　　　１０時３０分～１１時
　　　　おはなし会サークル
　　　　　　　　　「ゆびとま」
対象者　幼児・小学生
場　所　図書館おはなしの部屋
問合せ　図書館（☎５４－０２２２）

おはなし会募集人数　１人
採用期間　４月１日から１年間（最長２年の延長可）
勤務時間　月～金曜日
　　　　　８時３０分～１７時１５分と
　　　　　９時３０分～１８時１５分の交替勤務
賃　　金　５，８００円／日
応募資格　昭和２６年４月２日以降に生まれ、図書館
法第５条に規定する司書資格を有する人
応募方法　市販の履歴書に必要事項（顔写真添付）を
記入し、コミュニティセンターに提出してください。
応募期限　２月２８日（金）
問 合 せ　コミュニティセンター（☎５２－２１９１）

図書館臨時職員募集図書館臨時職員募集
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１ℓ

500㎖

通常のお掃除用
ドアノブ
手すり

汚染がひどい場
所用
嘔吐物や便が直
接ついた場所

調理器具→

手袋をし、消毒液
を浸した布で拭
き、10分位たった
ら水拭きする
洗剤で洗ってから
消毒

１ℓのペットボトル
に満タンに水を入
れ、キャップ１杯弱
（５㎖）の漂白剤を
入れる

0.02％次亜塩素
酸ナトリウム
消毒液

リネン類→

手袋をし、ペーパ
ータオルで汚物は
拭取りビニール袋
に入れ消毒液を入
れ捨てる
洗剤で洗ってから
消毒

500㎖のペットボト
ルに水を満タンに入
れ、キャップ２杯
（10㎖）の漂白剤を
入れる

0.1％次亜塩素
酸ナトリウム
消毒液

【注意】
　・漂泊作用があるため色落ちが気になるものは注意しましょう。
　・換気も十分に行いましょう。
　・ペットボトルには何が入っているか明記し、間違って飲まないようつくり置きはやめましょう。

～次亜塩素酸ナトリウム消毒液はペットボトルで簡単に作れます～
【台所用塩素系漂白剤（５％）を原液とした場合の作り方】

　

毎
年
、
秋
口
か
ら
冬
に
か
け
て
は
ノ
ロ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
は

ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
、
ま
る
で
リ
レ
ー

す
る
か
の
よ
う
に
流
行
し
ま
す
。
突
然
の
吐

き
気
は
、
こ
れ
ら
の
感
染
性
胃
腸
炎
を
疑
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
効
果
的
な
抗
ウ
ィ
ル

ス
薬
が
な
い
た
め
、
二
次
感
染
を
予
防
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

⑴　
症
状

　

腹
痛
・
激
し
い
下
痢
・
嘔
吐
。
ロ
タ
ウ
ィ

ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
、
便
が
白
く
、
酸
っ

ぱ
い
に
お
い
が
す
る
。

⑵　
感
染
経
路

　

経
口
感
染
、
接
触
感
染
、
飛
沫
感
染
に
よ

り
感
染
。
ヒ
ト
ー
ヒ
ト
感
染
に
よ
る
も
の

が
主
で
す
。
吐
し
ゃ
物
、
排
泄
物
に
多
く
の

ウ
ィ
ル
ス
が
排
出
さ
れ
、
感
染
力
が
強
い
の

が
特
徴
。

⑶　
二
次
感
染
予
防

　

吐
し
ゃ
物
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
覆
い
、
感
染

が
広
が
る
の
を
防
ぐ
。
処
理
時
は
マ
ス
ク
を

し
、
使
い
捨
て
手
袋
を
使
用
。
処
理
後
は
汚

染
し
た
箇
所
を
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
消

毒
液
で
消
毒
し
ま
す
。（
下
記
参
照
）
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
は
ほ
と
ん
ど
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
。

ノ
ロ
か
ら
ロ
タ
へ
、

ま
る
で
リ
レ
ー
の
よ
う
に
！

ノ
ロ
か
ら
ロ
タ
へ
、

ま
る
で
リ
レ
ー
の
よ
う
に
！

〜
冬
に
流
行
す
る
感
染
性
胃
腸
炎
〜

　親のぬくもりを感じながら絵本に接し、共感しあうこ
とで子どもの感性や心が育ちます。

（和木町母子保健推進協議会）

～ 子育て中のパパ、ママへ ～

「家族のふれあいを大切にしましょう」

日　時　３月５日（水）１０：００～１３：００
内　容　『メタボ予防のヘルシーな食事』
　　　　　講義・調理実習・試食
持ってくる物　エプロン・三角巾・ふきん
材料費　５００円程度
申込み　２月２６日（水）まで。
　　　　先着 15 名で締め切ります。
場　所　保健相談センター
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

元気アップ教室

　子育て中の人同士で、おしゃべりしながら、
お子さまランチをつくってみませんか？
日　時　２月２７日（木）９:３０～１３:００
場　所　保健相談センター
内　容　食事についてのお話・情報交換、
　　　　調理実習～ヘルシー☆お子さまランチ～
対象者　おおむね２～３歳児とその保護者８組
材料費　５００円程度
持ってくる物　
　母子健康手帳・エプロン・手拭タオル・ふきん
※お子さんが使い慣れているスプーンや箸、エプ
ロン等があれば、ご準備下さい。

申込み　２月２０日（木）まで。
　　　　先着８組で締め切ります。
※食物アレルギー等がある場合は、申込みの際に
お申し出ください。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

方　法 消毒液の濃度 作　　り　　方
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行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

健康相談

プレイルーム

すくすく計測相談会

★元気アップ教室

健康づくり講演会

1歳 6ヶ月児健診

3歳児健診

★幼児食教室

プレイルーム

★元気アップ教室

プレイルーム

健康相談

プレイルーム

★元気アップ教室

9：30～10：30

10：00～ 15：00

13：30～ 14：30

10：00～ 11：30

13：30～ 15：00

12：45～ 13：00

9：30～13：00

10：00～ 15：00

10：00～ 13：00

10：00～ 15：00

9：30～10：30

10：00～ 15：00

10：00～ 11：30

体育センター

保健相談センター
　

体育センター

保健相談センター

2月19日㈬

20日㈭

21日㈮

24日㈪

26日㈬

27日㈭

3月 5日㈬

6日㈭

13日㈭

14日㈮

　★は申込みが必要です。

一般

乳幼児とその保護者

一般

一般

平成24年7月～8月生まれ

平成23年1月～2月生まれ

概ね2～3歳児とその保護者

乳幼児とその保護者

一般

乳幼児とその保護者

一般

乳幼児とその保護者

一般

（2月16日～3月15日）

●作り方
①下準備
たまねぎ…薄切り。
にんじん・ベーコン…細切り。
しめじ…石づきを除き、小房に分ける。
山芋…皮を除き、すりおろす。
ほうれんそう…茹でて、ひと口大に切る。水気を絞っておく。
　
②煮る
鍋を熱し、ベーコンを炒める。脂が出てきたら、たまねぎ、にん
じん、しめじも炒める。ⓐを加えて煮る。沸騰しているところ
に、山芋をさっと流し入れて、混ぜる。ほうれんそうを加える。
　

（１人分エネルギー９０キロカロリー）

野菜がたっぷり摂れます。体が温まるのどごしの良い美味
しいスープです。

（和木町食生活改善推進協議会　２班）

たまねぎ……………………80g
ベーコン……………………40g
にんじん……………………60g
しめじ…………………… 100g
山芋……………………… 160g
ほうれんそう………………80g
　　水………………… 3カップ
　　コンソメ………………1個
　　しょうゆ……………小さじ2
　　塩………………小さじ1/6
　　こしょう………………少々

山芋のコンソメスープ（材料４人分）

2月

ⓐ

実施期間　２月２８日㈮まで

※６０歳以上６５歳未満の方でも、心臓､腎臓または呼
吸器の機能障害で身体障害者手帳１級程度の障害の
ある人、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の
機能に日常生活が不可能な程度の障害のある人は接
種できます。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

インフルエンザ予防接種インフルエンザ予防接種

対　　象　　者
中学３年生と高校３年生の希望者
65歳以上の希望者※
65歳以上の生活保護世帯※

自己負担額
無料
1,050円
無料

　トイレが近い、おしっこが出にくい、くしゃみ
でもれる、尿が泡立つ…など、誰もが一度は感じ
たことのある症状や最新の医療について、身近な
専門医のお話が聞けるチャンスです。
日　時　２月２４日（月）13：30～15：00
場　所　保健相談センター
講　師　広島西医療センター　
　　　　泌尿器科医長  淺野 耕助 先生
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

健康づくり講演会

『排尿障害について』
～その正しい知識と医療の最前線～

8



祝

　

１
月
12
日
、
文
化
会
館
で
「
和
木
町
成

人
式
」
を
開
催
し
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
福

し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
平
成
5
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

89
人
（
男
性
63
人
、
女
性
26
人
）。
式
典
に

は
華
や
か
な
振
袖
や
凛
々
し
い
ス
ー
ツ
に
身

を
包
ん
だ
52
人
が
出
席
し
た
。

　

式
典
で
河
村
教
育
長
は
「
出
会
い
は
自
分

自
身
の
感
性
を
豊
か
に
し
、
人
間
と
し
て
の

幅
を
広
げ
る
よ
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

た
っ
た
一
人
と
の
出
会
い
が
、
人
生
の
大
き

な
転
換
点
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
期

一
会
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、『
お
も
て

な
し
』
の
心
も
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
太

田
教
育
委
員
長
か
ら
新
成
人
代
表
の
藤
田
真

悠
子
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
米
本
町
長
は
祝
辞
で
「
一
人
ひ
と

り
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
、
共
通
の
夢
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と

で
、
夢
は
現
実
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
は
、
と
も
に
頑
張
る
仲
間

が
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
本

日
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
々

も
、
私
同
様
、
皆
さ
ん
の
夢
の
実
現
を
応
援

し
て
い
ま
す
。
新
成
人
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、『
ふ
る
さ
と
』
和
木
町
の
発
展
の

担
い
手
と
し
て
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
代
表
の
田
中
雄
士
さ
ん

が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
そ
の
後
、
町
民

憲
章
の
唱
和
が
木
村
光
志
さ
ん
に
よ
り
力
強

く
行
わ
れ
た
。

　

私
た
ち
は
、
成
人
式
と
い
う
大
き
な
人
生

の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
か
ら

変
わ
り
ゆ
く
社
会
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
夢

や
希
望
を
も
ち
生
き
て
い
く
べ
き
か
を
考
え

る
良
い
機
会
だ
と
感
じ
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
が
し
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
力
は
微
々
た
る
も
の
で
も
、

み
ん
な
が
同
じ
目
標
を
も
ち
、
努
力
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
大
き
な
目
標
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
我
々
新
成
人
も
、
和
木
町
で

育
っ
た
と
い
う
根
本
は
一
緒
で
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
は
、
互
い
に
支
え
合
い
、
ど
ん
な
苦

難
が
あ
ろ
う
と
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
乗
り

切
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
二
十
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

決
し
て
自
分
一
人
だ
け
で
生
き
て
き
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
隣
に
座
っ
て
い
る

友
達
、
い
つ
も
傍
に
い
る
の
が
当
た
り
前

だ
っ
た
家
族
、
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
な
ど
、
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ

て
こ
こ
ま
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
支
え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
人
た
ち
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
社
会
人
と
し
て
自
ら
の
言

動
に
責
任
を
も
っ
て
歩
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

新成人代表　田中雄士さん

9



　

式
典
終
了
後
は
、
記
念
写
真
撮
影
に
続
い

て
、
新
成
人
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
企
画

し
た
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

小
・
中
学
生
時
代
の
恩
師
や
旧
友
と
の
久
し

ぶ
り
の
再
会
で
、
互
い
の
近
況
報
告
や
懐
か

し
い
思
い
出
話
に

花
が
咲
き
、
会
場

は
終
始
賑
わ
っ
て

い
た
。

　

成
人
式
で
決
意

を
新
た
に
し
た
和

木
町
の
新
成
人

は
、
大
人
と
し
て

の
自
覚
を
胸
に
歩

み
出
し
た
。

恩師の先生

和木町成人式実行委員
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投

票

投
票
で
き
る
人

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

期
日
前
投
票
の
期
間

選
挙
に
関
す
る
問
合
せ

開

票

　

2
月
23
日
㈰
は
、
山
口
県
知
事
選
挙
の

投
票
日
で
す
。
こ
の
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら

の
山
口
県
の
進
路
を
問
う
大
切
な
選
挙
で

す
。
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
▼
2
月
23
日
㈰

時　

間
▼
7
時
〜
20
時

投
票
場
所
▼

◎
和
木
第
１
投
票
所

　
　

体
育
セ
ン
タ
ー

◎
和
木
第
2
投
票
所

　
　

和
木
5
丁
目
集
会
所

◎
瀬
田
投
票
所

　
　

公
民
館
瀬
田
分
館

◎
関
ヶ
浜
投
票
所

　
　

公
民
館
関
ヶ
浜
分
館

※
投
票
場
所
は
、
有
権
者
の
皆
さ
ま
に
郵

送
さ
せ
て
い
た
だ
く
入
場
券
（
は
が
き
）

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

開
票
日
▼
2
月
23
日
㈰　

開
票
時
間
▼
20
時
50
分
か
ら
（
予
定
）

開
票
場
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

　

平
成
6
年
2
月
24
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

日
本
国
民
で
、
平
成
25
年
11
月
5
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
和
木
町
に
住
所
を
有
し
、

本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
人
も
投
票
で
き

ま
す
。

△
町
外
へ
の
転
出
者
で
あ
っ
て
も
、
県
内

異
動
の
人
（
1
回
だ
け
）
は
本
町
で
投

票
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、

い
ず
れ
か
の
市
町
長
の
発
行
す
る
証
明

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
持
っ

て
本
町
の
投
票
所
の
受
付
で
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

△
県
内
の
他
の
市
町
か
ら
の
転
入
者
で
、

平
成
26
年
2
月
6
日
以
降
に
転
入
の
手

続
を
し
た
人
は
、
前
の
住
所
地
で
投
票

で
き
ま
す
。（
本
町
で
は
、
投
票
で
き
ま

せ
ん
。）
こ
の
場
合
、
い
ず
れ
か
の
市
町

長
の
発
行
す
る
証
明
書
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

△
修
学
の
た
め
、
町
外
の
寮
、
下
宿
等
に

居
住
し
て
い
る
学
生
・
生
徒
の
住
所
は
、

特
段
の
理
由
が
な
い
限
り
、
そ
の
寮
、

下
宿
等
の
所
在
地
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、
本
町
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
日
に
、
公
私
の
用
事
や
旅
行
等
で

投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

選
挙
告
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
外
の
市
町
村
に
滞
在
中
の
人

や
、
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
、
入

所
さ
れ
て
い
る
人
は
、
不
在
者
投
票
制
度

が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

投
票
期
間
▼

　

2
月
7
日
㈮
〜
22
日
㈯

投
票
時
間
▼
8
時
30
分
〜
20
時

投
票
場
所
▼
役
場
議
会
棟
1
階
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の
▼

　

投
票
所
入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

※
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
和
木
町
企
画
総
務
課
内
）

（
☎
52
―
2
1
3
6　

内
線
3
0
6
）

山
口
県
知
事
選
挙

山
口
県
知
事
選
挙

山
口
県
知
事
選
挙

投
票
日
：
2
月
23
日
㈰
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行

政

相

談

特
設
人
権
相
談
所

町
内
無
料
法
律
相
談

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間

面

接

相

談

新
年
度
保
育
所
入
所
児
募
集
中

各
種
お
知
ら
せ

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
の
沖
永
保
之
さ
ん
が
、
行
政
に
対
す
る

苦
情
や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か

ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
2
月
20
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼

　

町
民
相
談
室
（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
8

時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

主　

催
▼
あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日　

時
▼
2
月
21
日
㈮　

9
時
〜
12
時

会　

場
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

行
政
書
士　

用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
ー
3
3
7
5
ー
1
1
5
2
）

日　

時
▼
2
月
18
日
㈫　

10
時
〜
12
時

場　

所
▼
町
民
相
談
室

相
談
員
▼
河
本
豊
彦
弁
護
士

受　

付
▼
2
月
13
日
㈭
ま
で
（
先
着
5
名
）

お
願
い
▼

●
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

●
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
次
回
は
8
月
19
日
㈫
に
行
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

町
民
相
談
室
（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

日　

時
▼
2
月
7
日
㈮　
9
時
30
分
〜
12
時

場　

所
▼
文
化
会
館
1
階
講
習
室

相
談
員
▼
和
木
町
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金

銭
の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣

間
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
に
関
す
る

問
題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

山
口
県
司
法
書
士
会
は
、
2
月
を
「
相

続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、

県
下
各
司
法
書
士
事
務
所
に
お
い
て
、
相

続
登
記
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
実
施
し

ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
司
法
書
士
事
務
局

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
5
2
2
0
）

　

和
木
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
お
応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士

に
よ
る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時
▼
2
月
6
日
㈭　

14
時
〜
17
時

場　

所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対　

象
▼
幼
児
、
小
、
中
学
生
及
び
そ
の

保
護
者
、
幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間
▼
8
時
30
分
〜
16
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ
▼
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
☎
0
1
2
0
ー
81
ー
7
8
3
0
）

　

い
き
い
き
と
毎
日
を
楽
し
く
暮
ら
す
た

め
に
、
運
動
で
き
る
身
体
機
能
を
維
持
し

ま
し
ょ
う
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
下
さ
い
。

日　

時
▼
2
月
18
日
㈫

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

講　

師
▼
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
・
や
ま
と

　

健
康
運
動
指
導
士　

嘉
屋　

早
百
合

申
込
み
▼
不
要

準　

備
▼
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
・
お
茶
・

タ
オ
ル

問
合
せ
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
6
）

受
付
期
間
▼
2
月
7
日
㈮
ま
で

受
付
場
所
▼
新
規
入
所
は
役
場
住
民
サ
ー

ビ
ス
課
で
受
付
。
継
続
入
所
は
和
木
保

育
所
で
も
受
付
け
ま
す
。

入
所
資
格
▼
児
童
の
父
母
、
同
居
の
親
族

及
び
児
童
の
養
育
を
さ
れ
て
い
る
人
が
、

就
業
、
病
気
等
の
理
由
で
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

必
要
な
も
の
▼

●
保
育
所
入
所
申
込
書

●
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

※
入
所
申
込
書
等
の
書
類
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
課
、
和
木
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

●
父
母
等
の
平
成
25
年
中
の
所
得
が
わ
か

る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申

告
書
の
写
し
な
ど
）

※
所
得
が
わ
か
る
書
類
が
間
に
合
わ
な
い

場
合
は
、
後
日
提
出
可
。

入
所
決
定
▼
3
月
上
旬
（
予
定
）

注
意
点
▼

・
年
齢
別
の
定
員
を
超
え
る
入
所
希
望
が

あ
っ
た
時
は
、
入
所
選
考
で
決
定
し
ま

す
。
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
期
限
内
に
入
所
申
込
書
の
提
出
が
な
い

場
合
は
、
入
所
が
困
難
に
な
る
の
で
、

必
ず
期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
保
育
所
は
平
成
23
年
4
月
2
日
以
降
に

出
生
し
た
乳
幼
児
が
対
象
で
す
。
3
歳

以
上
の
お
子
さ
ん
は
幼
稚
園
で
教
育
・

保
育
を
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

こ
ど
も
担
当
室
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内

み
ん
な
で
実
践
！
介
護
予
防

〜
ボ
ー
ル
や
タ
オ
ル
で
楽
し
い
体
操
〜

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。
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事
業
所
で
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

新
年
度
交
通
災
害
共
済
会
員
募
集

住
基
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
宝
探
し
!!
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
in
和
木

秘
密
の
ポ
イ
ン
ト
で
抽
選
券
を
ゲ
ッ
ト
し
て

お
宝
を
当
て
よ
う
！

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、e-T

ax

に
よ

る
確
定
申
告
な
ど
で
利
用
す
る
公
的
個
人

認
証
・
電
子
申
請
制
度
で
電
子
証
明
書
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
写
真
つ

き
の
カ
ー
ド
は
役
場
、
銀
行
等
で
の
本
人

確
認
の
公
的
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

大
き
さ
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
程
度
の

大
き
さ
で
、
写
真
付
き
と
写
真
な
し
の
い

ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
2
週
間
程

度
か
か
り
ま
す
。

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書
（
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

・
写
真
（
窓
口
で
撮
影
し
ま
す
）

・
手
数
料
5
0
0
円
・
印
鑑

●
交
付
時
に
必
要
な
も
の

・
交
付
通
知
兼
回
答
書

・
暗
証
番
号
（
4
桁
の
数
字
）

※
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
、
本
人
ま
た
は

法
定
代
理
人
に
限
り
ま
す
。

◎
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効
期
間

（
10
年
）
と
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間

（
3
年
）
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
新
た
に

電
子
証
明
書
を
希
望
さ
れ
る
方
の
う
ち
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
の

残
り
が
3
年
未
満
の
方
は
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
再
交
付
を
受
け
付
け
ま

す
。
な
お
、
新
た
な
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
有
効
期
間
は
申
請
日
か
ら
10
年
に

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　

前
回
の
会
員
募
集
か
ら
各
家
庭
へ
の
訪

問
を
と
り
や
め
、
加
入
に
必
要
な
書
類
等

を
役
場
か
ら
各
家
庭
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
加
入
を
希
望
す
る
場
合
は
、

指
定
の
金
融
機
関
ま
た
は
役
場
住
民
サ
ー

ビ
ス
課
窓
口
で
掛
金
を
支
払
い
、
手
続
き

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
必
要
書
類
の

送
付
は
2
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
三
井
化
学
和
木
社
宅
自
治
会
、
三
井
化
学

寮
、Ｊ
Ｘ
和
木
寮
に
お
住
ま
い
の
人
、
及
び

わ
き
あ
い
あ
い
苑
に
入
所
さ
れ
て
い
る
人

を
除
く
）

掛
金
▼
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在

○
一
人
に
つ
き　

5
0
0
円
／
年

○
中
学
生
以
下　

3
0
0
円
／
年

○
60
歳
以
上
の
人　

無
料

加
入
方
法
▼
指
定
の
金
融
機
関
又
は
役
場

窓
口
で
掛
金
の
支
払
い
手
続
き
を
す
る
。

※
満
60
歳
以
上（
掛
金
無
料
）の
人
の
み
が

加
入
さ
れ
る
場
合
は
役
場
で
の
み
受
付
。

加
入
窓
口
▼

・
役
場
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
中
国
五
県
）

・
山
口
銀
行
（
県
内
支
店
）

・
山
口
東
農
業
協
同
組
合

※
和
木
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
が
扶

養
す
る
人
で
、
就
学
等
の
た
め
に
町
外

に
転
出
さ
れ
て
い
る
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
交
通
災
害
共
済
事
業
は
、
少
な
い
掛
金

で
加
入
で
き
る
助
け
合
い
（
見
舞
金
）

制
度
で
す
。
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　

県
内
の
中
小
企
業
で
働
く
人
の
た
め
の

共
済
制
度
で
す
。
月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、

交
通
事
故
、
労
働
災
害
の
事
故
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
時
間
で
の
不
慮
の
事
故
や
病
気

な
ど
の
死
亡
、
障
害
、
入
院
な
ど
保
障
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
住
宅
災
害
な
ど
の
お
見
舞
い

金
や
結
婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・
中
・
高

校
入
学
祝
い
金
も
給
付
し
ま
す
。

対　

象
▼
県
内
の
中
小
企
業
の
勤
労
者
で
、

契
約
発
効
日
の
前
日
に
健
康
な
人

掛　

金
▼
月
掛
け
（
1
人
）

1
型
・
・
・
・
・
・
・
4
5
0
円

2
型
・
・
・
・
・
・
・
9
0
0
円

3
型
・
・
・
・
・
1
，
5
0
0
円

4
型
・
・
・
・
・
2
，
0
0
0
円

高
齢
者
型
・
・
・
・
・
4
5
0
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
型
・
・
・
5
0
0
円

年　

齢
▼
満
15
歳
〜
満
71
歳

　
（
子
ど
も
は
、
0
歳
〜
満
25
歳
未
満
）

問
合
せ
▼
和
木
町
勤
労
福
祉
共
済
会

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

期　

間
▼
3
月
1
日
㈯
〜
3
月
7
日
㈮

全
国
統
一
防
火
標
語

　

消
す
ま
で
は　
心
の
警
報　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

　

3
月
1
日
か
ら
春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
空
気
が

乾
燥
し
ま
す
の
で
、
火
の
元
、
火
の
取
扱

い
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
課
（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

　

12
月
に
動
物
駆
除
用
煙
火
を
取
扱
中
の

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
取
扱
い
に
は
細

心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

※
取
扱
説
明
書
に
記
載
し
て
あ
る
使
用
上

の
注
意
事
項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
課
（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

ま
た
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
・
消
防
出
張
所

　

和
木
町
内
を
チ
ー
ム
で
歩
い
て
、
マ
ッ

プ
上
の
各
ポ
イ
ン
ト
に
準
備
さ
れ
て
い
る

ス
タ
ン
プ
を
押
し
、
各
ポ
イ
ン
ト
の
点
数

（
1
点
〜
5
点
）
を
集
め
ま
す
。

　

3
時
間
以
内
に
最
終
ポ
イ
ン
ト
（
蜂
ヶ

峯
総
合
公
園
内
は
っ
ち
の
家
）
ま
で
頑
張
っ

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
終
ポ
イ
ン
ト
で
集
計
を
行
い
、
合
計

点
数
の
多
い
チ
ー
ム
が
優
勝
と
な
り
ま
す
。

日　

時
▼
3
月
2
日
㈰　

9
時
〜

　
　
　
　

受
付
は
8
時
20
分
〜

集
合
場
所
▼
和
木
町
役
場
前
（
ス
タ
ー
ト
）

参
加
費
▼
一
人
3
0
0
円

チ
ー
ム
編
成
▼
1
チ
ー
ム
2
人
以
上

賞　

品
▼
1
〜
3
位
・
と
び
賞

主　

催
▼
和
木
町
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部

後　

援
▼
和
木
町
、
和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合

公
園
管
理
協
会
、
和
木
町
商
工
会

申
込
期
限
▼
2
月
24
日
㈪

問
合
せ
▼
和
木
町
商
工
会（

☎
53
ー
2
0
6
6
）
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不
妊
を
考
え
る
集
い
を
開
催

も
っ
と
知
り
た
い
！
不
妊
の
こ
と

ひ
と
り
親
在
宅
就
業
訓
練
事
業

第
３
期
訓
練
生
募
集

「
和
木
町
い
い
ね
っ
と
」
開
設

確
認
し
ま
し
ょ
う
最
低
賃
金

　
「
和
木
町
い
い
ね
っ
と
」
は
和
木
町
商
工

会
町
づ
く
り
活
性
化
（
地
域
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
づ
く
り
）
事
業
に
基
づ
き
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
観
光
の
活
性
化
・
交
流
人
口
の

増
大
・
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
・
地
域
事
業
の
お
知

ら
せ
等
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
様
々
な
観
点

か
ら
町
の
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

す
で
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
ご
利
用
中
の
人
は
、「
和
木
町
い

い
ね
っ
と
」
で
検
索
の
上
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
は
「
い
い
ね
！
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
次
の
ア
ド
レ
ス
へ

https://w
w
w
.facebook.com

/w
akiiine

　

和
木
町
内
の
行
事
や
お
知
ら
せ
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

和
木
町
商
工
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
運
営

担
当
者
が
お
伺
い
し
ま
す
。

連
絡
先
▼
和
木
町
商
工
会　

担
当
田
村

（
☎
53
ー
2
0
6
6
）

業
務
内
容
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
健
診
等
の
保
健
指
導
等（
月
に
数
日
･

1
回
3
時
間
程
度
）

募
集
人
員
▼
若
干
名

応
募
資
格
▼
55
歳
以
下
の
保
健
師

応
募
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

（
顔
写
真
添
付
）
を
記
入
し
、
申
込
期
限

内
に
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
提
出

応
募
期
限
▼
2
月
21
日
㈮

問
合
せ
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
7
2
9
0
）

　

多
く
の
人
に
、
不
妊
に
つ
い
て
の
理
解

と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
催
し

を
開
催
し
ま
す
。

日　

時
▼
3
月
9
日　

13
時
〜
17
時

会　

場
▼
山
陽
小
野
田
市
民
館

内　

容
▼
講
演
会
、
不
妊
専
門
相
談
会

参
加
料
▼
無
料

※
不
妊
専
門
相
談
会
は
、
事
前
に
要
予
約
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先
▼

　

山
口
県
健
康
増
進
課

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
2
9
4
7
）

　

山
口
県
で
は
、
子
育
て
等
の
た
め
、
訓

練
校
な
ど
で
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が

難
し
い
ひ
と
り
親
を
対
象
に
、Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
在
宅
職
業
訓
練
の
訓
練
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

応
募
資
格
▼
県
内
に
お
住
ま
い
の
人
（
母

子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
）

訓
練
期
間
▼
12
ヶ
月
（
基
礎
訓
練
6
ヶ
月

及
び
応
用
訓
練
6
ヶ
月
）

主
な
訓
練
内
容
▼

①
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
在
宅
訓
練
（
パ
ソ

コ
ン
及
び
Ｉ
Ｔ
の
技
能
習
得　

な
ど
）

②
集
合
訓
練
（
県
内
3
カ
所
で
月
2
回
程

度
実
施
）

募
集
人
員
▼
60
人
程
度

応
募
期
限
▼
2
月
28
日
㈮
必
着

そ
の
他
▼

訓
練
期
間
中
は
訓
練
手
当
を
支
給

基
礎
訓
練
中
：
月
額
5
万
円

応
用
訓
練
中
：
月
額
2.5
万
円

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

・
山
口
県
在
宅
就
業
セ
ン
タ
ー

　
　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
0
1
2
0
ー
0
9
1
6
1
6
）

　
　

夜
間
・
休
日

（
☎
0
8
3
ー
9
7
3
ー
8
9
0
0
）

・
山
口
県
こ
ど
も
未
来
課

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
2
7
5
1
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の
高
等
学
校

普
通
科
、
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信
講
座
の

生
徒
・
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求
下
さ
い
。

募
集
内
容
▼
平
成
26
年
度
高
等
学
校
普
通

科
（
3
年
制
）
生
徒
、
お
よ
び
生
涯
学

習
通
信
講
座
受
講
生

出
願
期
間
▼

　

高
等
学
校
普
通
科
…
…
4
月
30
日
ま
で

　

生
涯
学
習
通
信
講
座
…
通
年
申
込
受
付

資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
▼

（
☎
0
1
2
0
ー
5
7
2
ー
8
8
8
1
）

問
合
せ
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

（
☎
0
4
2
ー
5
7
2
ー
3
1
5
1
）

　

最
低
賃
金
に
は
都
道
府
県
ご
と
の
「
地

域
別
最
低
賃
金
」
と
、
特
定
の
産
業
に
適

用
さ
れ
る
「
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
」

が
あ
り
ま
す
。
最
低
賃
金
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定
め

て
お
り
、
使
用
者
（
事
業
主
）
は
、
そ
の

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

山
口
県
最
低
賃
金

　

時
間
額
7
0
1
円
（
10
月
10
日
改
定
）

山
口
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

●
鉄
鋼
業
、
非
鉄
金
属
製
錬
・
精
製
業
、

非
鉄
金
属
・
同
合
金
圧
延
業
、
非
鉄
金

属
素
形
材
製
造
業
最
低
賃
金

　

時
間
額
8
3
3
円
（
12
月
15
日
改
定
）

●
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電

気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製

造
業
最
低
賃
金

　

時
間
額
7
6
0
円
（
12
月
15
日
改
定
）

●
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金

　

時
間
額
8
0
6
円
（
12
月
15
日
改
定
）

●
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
最
低
賃
金

　

時
間
額
7
1
0
円
（
本
年
度
改
定
な
し
）

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局

（
☎
0
8
3
ー
9
9
5
ー
0
3
7
2
）

　

岩
国
労
働
基
準
監
督
署（

☎
24
ー
1
1
3
3
）

在
宅
保
健
師
の
パ
ー
ト
募
集

学
園
生
徒
募
集
中

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

 

広
報
わ
き
や
ア
イ
・
キ
ャ
ン
和
木
チ
ャ
ン

ネ
ル
文
字
放
送
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
人
（
写
真

に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
ご
家

族
）
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（

☎
52
ー
2
1
3
6
）
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和
木
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

子
育
て
サ
ロ
ン「
た
ん
ぽ
ぽ
」

日　

時
▼
3
月
16
日
㈰　

9
時
30
分
〜

場　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

主　

催
▼
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

種　

目
▼

○
一
般
男
女
別　

Ａ
級
〜
Ｄ
級
複
（
※
Ｄ

級
は
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
経
験
が
2
年
未
満
）

○
中
学
生
複
合
・
小
学
生
複
合

○
親
子
複
合
（
小
学
生
以
下
）

参
加
資
格
▼

　

町
内
在
住
・
在
勤
、
又
は
体
育
協
会
会
員

参
加
料
▼

　

一
般
・
高
校
生　
　

5
0
0
円
／
人

　

小
学
生
・
中
学
生　

1
0
0
円
／
人

※
当
日
受
付
時
に
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
▼
3
月
7
日
㈮

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
書
に
記
入

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

〜
親
子
で
遊
び
、
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

子
育
て
サ
ロ
ン
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
親

子
同
士
、
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
の
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

対　

象
▼

　

幼
稚
園
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

日　

時
▼
2
月
18
日
※
毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
　
　

  

10
時
〜
11
時
30
分

場　

所
▼
和
木
2
丁
目
第
3
集
会
所

（
山
の
手
集
会
所
）

参
加
費
▼
1
0
0
円
（
1
家
族
に
つ
き
）

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　「認知症」とは老いにともなう病気の一つです。さまざまな原因で脳の細胞が死ぬ。または働きが悪くなる
ことによって、記憶・判断力の障害などが起こり、意識障害はないものの社会生活や対人関係に支障が出て
いる状態（およそ６か月以上継続）をいいます。
　日本では高齢化の進展とともに認知症の人数も増加しています。65歳以上の高齢者では７人に１人程度
（平成22年度）とされています。認知症の前段階と考えられている ※MCI（軽度認知障害）の人も加えると
４人に１人の割合となりますが、MCIの人がすべて認知症になるわけではありません。
　また、年齢を重ねるほど発症する可能性が高まり、今後も認知症の人は増え続けると予想されています。
年をとればだれでも、思い出したいことがすぐに思い出せなかったり、新しいことを覚えるのが困難になっ
たりしますが、「認知症」は、このような「加齢によるもの忘れ」とは違います。

※MCI：正常と認知症の中間ともいえる状態ですが、日常生活への影響はほとんどなく、認知症とは
　　　　診断できません。ＭＣＩの人のうち年間で10～15％が認知症に移行するとされています。

問合せ　地域包括支援センター（☎52－2196）

「加齢によるもの忘れ」と「認知症によるもの忘れ」の違い（一例）

体験したこと

もの忘れの自覚

探し物に対して

日常生活への支障

症状の進行

一部を忘れる
　例）朝ごはんのメニュー

ある

加齢によるもの忘れ

（自分で）努力して見つけようとする

ない

極めて徐々にしか進行しない

すべてを忘れている
　例）朝ごはんを食べたこと自体

ない

認知症によるもの忘れ

誰かが盗ったなどと、他人のせいに
することがある

ある

進行する

認知症について考えよう① 「認知症」ってどんな病気？
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【
貸
付
要
件
】

●
高
校
生
・
大
学
生
（
短
大
生
含
む
）・

大
学
院
生
・
高
等
専
門
学
校
生
・
専
修

学
校
生

●
学
業
優
秀
な
人

●
本
町
に
2
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

●
学
資
の
支
出
が
困
難
な
人

【
貸
付
金
額
】

※
い
ず
れ
も
1
人
当
た
り
の
月
額

●
大
学
（
短
大
）
生
・
大
学
院
生

　
　

国
公
立　
　

3
5
，0
0
0
円
以
内

　
　

私　

立　
　

4
2
，0
0
0
円
以
内

●
高
校
生

　
　

国
公
立　
　

1
3
，0
0
0
円
以
内

　
　

私　

立　
　

2
0
，0
0
0
円
以
内

●
高
等
専
門
学
校

　
　

国
公
私
立　

2
0
，0
0
0
円
以
内

●
専
修
学
校

　
　

専
門
課
程　

3
5
，0
0
0
円
以
内

　
　

高
等
課
程　

1
3
，0
0
0
円
以
内

【
貸
付
に
つ
い
て
】

　

毎
月
5
日
（
金
融
機
関
休
業
日
の
場
合

は
前
営
業
日
）
に
指
定
口
座
に
入
金
し
ま

す
。
な
お
、
初
回
は
貸
付
決
定
後
に
4
月

分
ま
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
振
り
込
み
ま
す
。

【
返
済
期
間
】

　

各
学
校
を
卒
業
し
て
1
年
後
か
ら
返
済

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
返
済
期
間
は

在
学
さ
れ
た
期
間
の
2
倍
以
内
と
し
ま

す
。

【
提
出
書
類
】

●
奨
学
金
貸
付
申
請
書　
　

●
成
績
証
明
書
（
出
席
日
数
を
記
入
）

●
在
学
証
明
書　
　
　
　
　

●
学
校
長
の
推
薦
調
書

　

高
校
・
高
等
専
門
学
校
1
年
生

〈
出
身
中
学
校
長
〉

　

高
校
・
高
等
専
門
学
校
2
年
生
以
上

〈
在
学
高
校
・
高
等
専
門
学
校
長
〉

　

専
修
学
校
1
年
生

〈
出
身
中
学
校
・
高
等
学
校
長
〉

　

専
修
学
校
2
年
生
以
上

〈
在
学
専
修
学
校
長
〉

　

大
学（
短
大
）1
年
生〈出

身
高
等
学
校
長
〉

　

大
学
2
年
生
以
上〈

在
学
大
学（
校
）長
〉

【
貸
付
の
可
否
に
つ
い
て
】

　

申
請
書
類
を
審
査
し
、
6
月
下
旬
頃
に

決
定
し
ま
す
。
貸
付
が
決
定
さ
れ
た
人
は
、

誓
約
書
お
よ
び
下
記
の
証
明
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
限
ま
で
に
書
類

の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
辞
退
し
た
も
の

と
見
な
し
ま
す
。

○
奨
学
生
の
決
定
を
受
け
た
者
と
保
護
者

（
連
帯
保
証
人
）
…
印
鑑
登
録
証
明
書

○
連
帯
保
証
人
…
印
鑑
登
録
証
明
書
、
所

得
証
明
書
、
納
税
証
明
書

※
連
帯
保
証
人
は
、
本
町
に
2
年
以
上
居

住
し
、
独
立
の
生
計
を
営
む
者
で
、
町

民
税
又
は
固
定
資
産
税
を
納
付
し
た
者

○
本
人
（
奨
学
生
）
名
義
の
口
座
振
替
申

出
書

　
◆
提
出
期
限　
5
月
16
日
㈮
必
着

　　【
提
出
先
・
問
合
せ
】

　

教
育
委
員
会
事
務
局
（
文
化
会
館
１
階
）

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

和
木
町
奨
学
生
を
３
月
１
日
か
ら
募
集
し
ま
す

国保被保険者の方へ国民年金保険料の納付方法

　平成２６年４月末の口座振替分から、割引額の
より大きな２年前納がご利用いただけるようにな
ります。

《２年前納（口座振替）のメリット》
★メリット１：２年間で１万４千円程度の割引
★メリット２：２年前納分の全額がその年の社
会保険料控除の対象
★メリット３：口座振替を利用することにより、
納め忘れを防ぐことができる

　※２年前納は、口座振替のみ利用が可能です。

申込期限　２月末まで。
問 合 せ　岩国年金事務所（☎２４－２２２２）
　　　　　保健福祉課（☎５２－２１９５）

　限度額適用認定証等を提示すれば、外来診療でも限度額ま
での支払いで済みます。

（認定証は、入院される場合も利用できます。）
　事前に申請が必要ですので、保健福祉課へお越しください。

　国民健康保険は、和木町に住民票のある人が対象ですので、
転出した場合には資格を失います。
　ただし、学生の場合は特例として引き続き元の世帯にいる
ものとして、和木町の被保険者になります。
　この場合、学生用の被保険者証を発行しますので、保健福
祉課で手続きをしてください。
条　　件　修学中であり、転出して町外に住所を移している

学生（見込みの場合も含む）
必要な物　在学証明書や学生証の写し又は合格通知等、被保

険者証、印鑑
問 合 せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）

～高額な外来診療を受ける方へ～

～学生の被保険者証について～

70歳
未満の人 限度額適用・標準負担額減

必要ありません。
（高齢受給者証のみ）
限度額適用・標準負担額
減額認定証

70歳
以上の人

課税世帯 限度額適用認定証

非課税世帯

課税世帯

非課税世帯

『２年前納（口座振替）』
が始まります !
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ひ
と
ひ

に

は　
は

ふ
ゆ
こ
だ
ち

和

木

短

歌

会

和
木
俳
句
教
室
句
会

歳
月
は
人
待
た
ず
し
て
去
り
ゆ
き
て

　
　

夢
ま
ぼ
ろ
し
か
己
が
人
生

も
う
い
く
つ
ね
る
と
お
正
月
笑
い
顔

　
　

思
い
出
め
ぐ
る
師
走
の
日
暮

み
ぞ
れ
降
る
季
節
め
ぐ
り
来
昨
年
の

　
　

朝
き
み
の
温
も
り
消
え
て
ゆ
き
た
り

は
や
師
走
米
寿
迎
う
も
い
た
ず
ら
に

　
　

ず
る
ず
る
ず
る
と
年
重
ね
ゆ
く

そ
の
ひ
と
こ
と
に
言
い
返
し
た
い
気
は
あ
れ
ど

　
　

言
わ
ぬ
が
花
よ
と
亡
母
の
声
す
る

初
春
の
森
に
ひ
び
き
ぬ
宮
太
鼓

丹
の
橋
を
渡
り
て
胸
に
雪
蛍

初
茜
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
空
を
染
め

老
犬
を
連
れ
出
す
寒
九
常
夜
燈

元
旦
会
若
き
日
偲
び
一
日
く
れ

天
空
や
寄
道
カ
フ
ェ
の
黄
水
仙

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
は
、
全
国

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
多
く
寄
せ

ら
れ
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
低

年
齢
化
も
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
、
子
ど
も
が
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み
を
理
解
し

て
い
な
く
て
も
、
簡
単
に
決
済
手
続

き
が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
大
人
は

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
決
済
の
仕
組

み
等
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
適
切
な
保
管
や
、
利
用
明

細
の
内
容
を
随
時
確
認
す
る
こ
と

は
、
名
義
人
で
あ
る
大
人
の
責
任

で
す
。

【
相
談
】

　

小
４
の
娘
が
、
お
年
玉
で
「
携
帯

型
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
を
買
い
た
い

と
言
っ
て
き
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
も
で
き
る
と
聞
い
て
不
安
に

思
っ
て
い
る
。

【
処
理
】

　
「
携
帯
型
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
が
利
用
で
き
る
。
購

入
前
に
、
親
子
で
料
金
体
系
や
、
ア

イ
テ
ム
購
入
代
金
の
決
済
方
法
な
ど

に
つ
い
て
良
く
確
認
し
、
ゲ
ー
ム
の

遊
び
方
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
約
束
を
守
っ
て
利
用
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
と
助
言
し
た
。

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 103

問
合
せ
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
暮
ら
し
の
安
心
推
進
員

　

藤
本　

亮
恵（
☎
53
ー
2
6
7
5
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

（
1
月
句
会
）

正
中　

艶
子

森
本　

初
子

灰
岡　

裕
美

広
宇
次
信
子

向
田
登
美
子

な
ら
こ
な
ら
い
ち
ょ
う
い
ち
じ
く
冬
木
立

　
　

自
然
の
中
に
千
手
観
音

横
川
美
代
子

増え続ける子どもの
オンラインゲームのトラブル

受付期間　２月１７日（月）～３月１７日（月）８時３０分～１７時１５分（土・日を除く）
※還付の申告は２月３日（月）から受け付けます。
受付場所　税務課（役場１階）
申告に必要なもの　
印鑑、源泉徴収票、事業・不動産所得などがあった場合は収支内訳書、生命保険料・地震保険料支払証明書、
社会保険料支払証明書、医療費控除を受ける場合は支払った医療費の領収書、配偶者控除等を受ける場合
は配偶者の所得金額が分かるもの、本人名義の口座番号が分かるもの　など

所得税の確定申告、町県民税の申告の受付がはじまります所得税の確定申告、町県民税の申告の受付がはじまります
申告期限が近づくと大変混雑しますので、申告はお早めに。
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　和木町では 12月 9日から「使用済小型家電」
の回収を行なっています。資源の有効利用と
環境汚染の防止のため、小型家電の回収にご
協力ください。回収ボックスは下記の回収場
所に設置していますので、ご協力をお願いし
ます。

１ 和木町役場
２ 和木町文化会館
３ 和木町総合コミュニティセンター

※回収時間は開館日の開館時間です。
※従来どおり、金属・不燃ごみとして各ごみ
ステーションでの収集も行います。ただし、
個人情報保護対策が必要なパソコン等や携
帯電話端末（タブレット型端末を含む）は、
排出できません。

問合せ　住民サービス課（☎52－2194）

　「新成人を祝福しよう」と１月９日、商工会青年部（小林弘典部長）の皆さんに、役場前の花

壇に約５５０苗のパンジーを植えていただきました。黄色、紫色、青色、白色など色とりどり

のパンジーが花壇いっぱいに花を咲かせ、通行する人の目を楽しませています。今後も、季節

ごとにきれいな花を咲かせていただく予定です。

　商工会青年部の皆さん、町の環境美化活動にご協力いただき、ありがとうございます。

※公共施設の花壇に植えている花は、絶対に持ち去らないでください。

色とりどりのパンジーで新成人を祝う

回収の対象になる品目
（詳しくは住民サービス課にお問い合わせください。）
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（－12）
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平成26年1月1日現在
総人口　6,518人

世帯数　2,778世帯

和木町の面積　10.56km
（　）内は前月比
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わきっこクラブ指導員募集 学校事務パート職員募集

給食センター調理員募集

勤務内容　児童の遊びや学習習慣等の指導
募集人数　１人
採用期間　４月１日から１年間
勤務時間　（平日）14時～ 18時
　　　　　（土曜） ８時～ 12時 45分
※授業が早く終わる日や長期休業日は、それに合せ
た勤務となります。
賃　　金　１２０,０００円／月
賞　　与　２.８ヶ月
保　　険　社会保険・雇用保険・厚生年金を適用
応募資格　保育士及び幼稚園教諭又は教員免許の資
格を有する健康な者
応募方法　市販の履歴書に必要事項（顔写真添付）を
記入し、申込期限内に資格証明書の写しとともに
住民サービス課に提出
※後日面接を行います。
応募期限　２月 28日（金）
問 合 せ　住民サービス課
　　　　　（☎52－2194）

勤務内容　一般事務
勤務場所　和木小学校
勤務時間　９時 30分～ 16時（週四日）
採用予定日　４月１日
応募方法　市販の履歴書に必要事項（顔写真添付）を記入
し、申込期限内に教育委員会（文化会館内）に提出
応募期限　３月 12日（水）
問 合 せ　教育委員会事務局（☎53－3123）

勤務内容　学校給食の調理、食器洗浄ほか
募集人数　１人
勤務場所　和木町立学校給食センター
採用予定日　４月１日
応募方法　市販の履歴書に必要事項（顔写真添付）を記入
し、申込期限内に教育委員会（文化会館内）に提出
応募期限　２月 21日（金）
※勤務条件、面接日程等は、後日、応募者に連絡します。
問 合 せ　教育委員会事務局（☎53－3123）

　
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
�
バ
�
は
�
障
害

を
持
�
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的

な
自
立
を
促
し
�
障
害
者
の
社
会
参
加
を

図
る
た
め
の
施
設
で
す
�

　
手
づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
の
販
売

日
　
時
▼
2
月
12
日
㈬
　
15
時
〜
15
時
30
分

場
　
所
▼
総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
�

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日

　

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
お
よ

び
択
捉
島
の
い
わ
ゆ
る
北
方
領
土
は
、

我
が
国
固
有
の
領
土
で
す
。
北
方
領
土

問
題
の
解
決
に
は
多
く
の
国
民
の
正
し

い
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

北
方
領
土
の
日
を
一
つ
の
機
会
と
し

て
、
日
本
国
の
北
方
領
土
問
題
に
対
す

る
関
心
と
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
※納期限は2月28日㈮です。

問合せ ▼税務課（
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固定資産税
町営住宅使用料
国民健康保険料
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